
早 いもので平成14年も早4月、あっと言う間に一年の四分の一が

過ぎてしまいました。私も４０代に入り中年の仲間入りをしたせ

いか、年々時間が早く経過しているように感じてしまいます。「思った

ように物事が満足に出来ないまま時間だけがただ経過して行く」と言

うことは、逆に考えると、「時間内に自分が思った通りに物事が出来

ていない。」つまり、自分の能力が若いころより劣ってきているのかも

知れません。 

この冬も雪は例年の如くで相当量降ったのですが、水道管が凍結す

るほどの大寒波の襲来もなく雪解けを迎えられたこと何よりと感謝い

たして居ります。確か去年の春の彼岸は雪が残っていてお墓参りが

出来なかったように記憶しています。そう思えば結構な暖冬だったの

かもしれません。皆さんの冬は如何でしたでしょうか？ 

 

先 ほどの「時間が早く流れる」では有りませんが、巡りくる季節の

有り難さを感じます。これも年を重ねたせいかも知れません。

冬の次には必ず暖かな日差しが降り注ぐ春が訪れる。常に移ろい、

留まる事をせず、日々刻々と変化する自然。何の変哲のない事です

が、ゆったりとしたリズムで千古の昔から変わることない四季の繰り

返しを現代に生きる我々にも与えてくれている自然。一見、科学万能

で強固磐石で有ると思われた現代社会ですが、今の行き詰まった状

況を見ると、「儚
はかな

さ」や「危
あやう

うさ」を感じます。世俗の乱れや社会の不安

に左右されることなく、完全に繰り返される自然の営みには、人智を

超えた雄大・崇高なものを感じます。 

確かに先人の智恵と努力によって現代の社会は「無い物は何も無

い」程の豊かな社会を実現しました。 

この点に置いては誰も恩恵を受け、何の不都合は無い筈なのです

が、如何でしょうか？誰もが楽しく安心して生活できる社会となってい

るでしょうか？言いようの無い不安と疑いの心が社会全体を包み込

んでいるような気がします。 

 

「食 足りて礼節を知る」という言葉がありますが、人は生活の豊

かさを求め今まで努力して来ました。そして、既に十二分に

足りている筈です。しかし、殺伐とした世相や、欲の為に道義を曲げ

てまで自分の思いを押し付けようとする話は毎日繰り返し伝わってき

ます。「誰でもやっている事だ・・・」と思う自分自身にも冷ややかなも

のを感じます。本当に世の中はどこへ向かって進んでいるのでしょ

う。 

 

昔 、人々は自然の中、四季の移ろいの中に生・死（輪廻）を感じて

いたのかもしれません。春に芽生え、夏に盛りを迎え、秋には

結実し、冬には枯れていく・・・つまり、春に生まれ、冬には死ぬ、そし

て又巡りくる春には再生する。・・・そしてそれが際限なく繰り返され

る。「生まれ変わり、死に変わりする姿」（輪廻）を、四季の変化の中

から感じ取っていたのかもしれません。 

人々は自然の中に、空気や風や水の中に神仏の存在を感じ、自然を

畏
おそ

れ、自然を賢
かしこ

み、日々接する自然に人智を超えた偉大な存在を感

じながら生活していました。 

そこにある人間の姿は自然の中で生かされている存在であり、自分

と言う存在はほんのチッポケな存在であることを認識して生きてきた

のかも知れません。様々な恩恵を与えてくれる自然、また一変して災

いをもたらす自然に対し、感謝の心や祈り、畏敬の気持ちが存在して

いたのでしょう。 

 

今 の世の中は家庭でも、会社でも常に快適な環境の中で生活を

しています。どこに居ても春のような状態の中で生活をしてい

ます。日々の忙しさの中では、季節の移ろいや自然の中の人間の存

在などと言う事は意識するのは難しいことなのかもしれませんが、地

球から出て行かない限りは、どう考えても我々人間が生活できる土

台は、自然の中にしか見出すことは出来ません。 

 

こ の５０年余り、社会は「人間中心」という考え方で進んできまし

た。人間は科学技術の力を借りて自然を支配しようとし、人々

は自然の中に感じていた神仏の存在を黙殺してきました。いつから

人間はそんなに偉くなったのでしょう？傲慢になったのでしょう？ 

今では「自然の中に神仏が・・・」等と言っても、「馬鹿なことを・・・」と

一笑されるのが落ちです。 

しかし、人間中心という考え方を推し進めれば、結局は自分中心と言

うところにたどり着きます。（人間の中でも、自分が一番可愛い） 

自分の目的達成のためには手段を選ばない人間が増えている事を

みても、人間中心の考え方が極限まで来ると恐ろしいものを感じま

す。果たして今のままの考えを続けて行くことは正しいことなのでしょ

うか？ 

今一度、我々の在り方について考え直さなければならない時が来て

いるように思います。人間の在り方、翻って言えば自分自身の在り方

も含めて一度リセットしなくてはならない時が来ているのでは無いで

しょうか。 

 

遥 か千古の昔から繰り返されてきた自然の営み・四季の移ろい

の中に育まれ、その中でたまたま生かされている自分、空気や

水（自然）の中に神仏が宿りそのお陰で生を繋ぐことが出来ている自

分。といった謙虚な立場に立って自分を見つめれば、同じ世界でも

違った風景に見えるかもしれません。 

 

四季の変化を肌で感じ取るだけでも、世界が変わるかも知れませ

ん。 

 

ひょっとしたら、我々が忘れていた、「空気や水の中に宿る神仏の存

在を感じる」感覚が蘇って来るかもしれませんネ。 

再生の春となりました 

東林山 法雲寺 

発行日：平成14年４月１日 
発行所：法雲寺 
発行者：吉川広隆 
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４月13日 御詠歌検定会 法雲寺 

４月27日 檀信徒会役員総会 法雲寺 

 第五部檀信徒総会 温泉町 

６月９日 比叡山参拝旅行  

 兵庫教区檀信徒総会  

ご冥福をお祈りいたします。 
平成１４年に入り以下の方々がお亡くなりになりました。心よりご冥福を
お祈りいたします。 

今後の予定 
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お名前 寂滅日 

山根敏郎様 2月 

行年 

 

戒名 

 

上田はと様 2月13日 85歳 宏室妙寿信女 

住所 

枚方市 

神戸市、（殿町） 

木谷全克様 3月12日 71歳 蒼岳全宥禅定門 村岡・東上 

あ る業者の方から、「お得意さんの買い替えで不要になった
パソコン」を頂きま
した。不要になった
とはいえ3年ほど前
の製品ですので、ま
だまだ十分に使用で
きます。このパソコ
ンを遊ばせていても
もったいない話です
ので、出来れば皆さ
んに使用して頂けれ
ば・・・と思ってい
ます。 
電源さえ投入すれば
直ぐに使用できる状
態で置いておりますので、もし、

ご興味がありましたら触りに来て
ください。たとえば、インター

ネットの体験、ワー
プロ・表計算の操作
などもご希望に応じ
れる範囲でご相談に
乗らせていただきま
す。 
また、文書の作成な
どが必要な場合にご
使用頂いても結構で
す。 
但し、古い機械です
ので反応は今ひとつ
です。（詳しくは住
職まで、平日の午後

ですと大概はお寺におります） 

パソコンを頂きました 

ご意見等がございましたらお気軽にお知らせください。
メールアドレスはhouunji@io.ocn,ne.jp です。 

特別寄進のご報告 

ご奉納有難うございます。他の方々につきましては
檀信徒会総会資料にてご報告させていただきます。 

H14/1～3末 

法雲寺檀信徒会では天台宗総本山で
あります「比叡山延暦寺」への参拝
を企画しております。 
是非ともこの機会に皆様お誘いあわ
せて比叡山参拝にご参加ください。
詳しくは、後日「比叡山参拝」のご
案内を配布させて頂きますので、ご
参考にして頂きたく思います。 
 
 
 
 
 
 
 

記 
期  日：平成14年6月9日（日） 
参加費：一名￥8,000円 
申込み：参拝申込み書にてお申込

み下さい。 
旅程 
06:00 村岡出発 
10:00 比叡山着、根本中堂参拝、

阿弥陀堂（総回向）、
 昼食、浄土院、釈迦堂、横
川中堂等 

15:30 比叡山出発 
19:30 村岡着・解散 

比叡山参拝のご案内 
よく「忌」と「喪」の事を檀家さんに聞かれ、返事
に窮する事がありますが、最近読んだ本に以下のよ
うな事が書いてありました。 
忌：一定の期間、社会的な行動を慎む事を社会

から求められる風習。（本来的には４９日） 
喪：自発的に一定の期間、故人の為に自分の行

動を慎むこと。（忌が明けていれば喪中でも
社会的な交際等は制限されない。期間に付
いては各人が判断。） 

昔の考えでは、「死」＝「穢れ」であり、忌中の家
人が他の人々に接することによりこの「穢れ」が伝
染すると考えられていました。（確かに伝染病で亡
くなられた可能性も昔ではあった） 
その為、この穢れを沈静化させる目的で、社会との
隔絶期を設ける必要が在ったようです。 

「忌」と「喪」 

会費納入、ご理解おねがいします。 
本年度、H１４年度の檀信徒会会費の納入をお願いい
たします。納入に関する詳細につきましては、別紙
納入依頼書に目をとうしていただければと思いま
す。 

納入金額 

納入方法 地元 各地区役員様にお渡しください 

各納入書に記載  

 遠地 郵便振替用紙をご利用ください 

例年、６月頃の会費納入をお願いしておったのです
が、４～６月間の会の運営経費を立替によりまかな
うような状態でおります。 
本年度より、期首（４月）時点に会費の納入をお願
いしたく思います。 
ご理解の上、ご協力をお願い申し上げます。 


